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伊 藤 克 敏
本譜の集中訓練をされたのに､滞日中は殆ど日本
語を話そうとしないのでがっかりされたのですが､
帰国後､日本語が次々に出てきた､というエピソー
ドを日本言語学会の講演で紹介されたことがあり
ました｡側頭葉で溜め込まれた日本語が帰国後､
前頭葉から出て来た訳です｡側頭葉のウエルニツ
ケ領域と前頭葉にあるブローカ領域との間に伝導
線維が走っており､側頭葉から伝導線維を通って
ことばの情報がことばの産出を司るブローカ領域
にどんどん送りこまれて行 くのです｡目と耳から
入ったことばは側頭葉でじっくり醸成され､それ
が徐々に前頭葉から産出される訳です｡
こういった習得過程は大人の場合も同じで､耳
と目から外国語をたっぷりと入力することが､豊
かな外国語能力を養成するには不可欠な訳です｡
こういった ｢入力仮説｣(InputHypothesis)が
1980年頃南カリフォルニア大学の Krashen教授
によって提唱されましたが､脳の機能から言って
も妥当な説であると言えます｡従って､ことばは
単に模倣､反復と言った単純な方法だけで習得で
きるものではなく､膨大なインプット(クラツシェ
ンは massiveamountofinputと言うことばを
使っています)が必要となる訳です｡つまり､多
量の聴取 (hearing)と読書 (reading)が必要不
可欠な条件となります｡どのように美味しく､学
習者に多量のインプットを与えることができるか
が外国語教育の鍵と言えましょう｡
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